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近年日本では、超小型及び小型衛星による地球近傍小惑星（NEAs）の探査が期待されている。

小惑星には水素のような揮発性元素を多く含む始原天体や、鉄や親鉄元素を多く含む天体などが

存在し、惑星科学および資源探査の観点から非常に魅力的である。大気の無い小天体表層から放

出される中性子のフラックスは軽元素の存在に敏感であり、特に水素は中性子の効率的な減速材

としての役割を果たす。従って、NEAs の表層から発生する中性子のフラックスを熱中性子(< 1 eV)、

熱外中性子(1 eV - 500 keV)、高速中性子(> 500 keV)の 3 つのエネルギーに分けて計測し比較する

ことで、水素濃度を決定できる[1, 2]。将来的な NEAs の探査に向けた小型衛星搭載用の中性子分

光計(NS)として、リチウムガラスシンチレータ(LiG)とホウ素含有プラスチックシンチレータ

(BLP)の二種類のシンチレータを組み合わせた NS の性能を評価した。 

NEAs として C 型（始原天体、高水素濃度）、S 型（始原天体、低水素濃度）、M 型（地球コ

ア）の小惑星の元素組成[3-5]を仮定し、それぞれの中性子フラックスの計算を行った（図 1）。C

型小惑星は、その高い水素濃度の影響により、熱外中性子フラックスが S 型、M 型よりも低くな

る。また、M 型小惑星は C 型、S 型よりも熱中性子のフラックスが低くなる。このように、天体

の中性子フラックスの計測は NEAs の組成を特徴付ける重要な情報を提供する。本研究では数値

シミュレーションの結果と中性子線源を用いた NS の応答特性について示す。LiG は主に熱中性子

の応答、BLP は熱外中性子と高速中性子の応答についての実験結果を示す。

 

図1 NEAs表層から発生する中性子スペクトル
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